
ご
み
発
電
を
地
産
地
消

東京ガス
東京２３区

元
祖
地
域
新
電
力
９
年
目
に

区
立
学
校
に
電
気
供
給
し
財
政
負
担
軽
減

東
京
ガ
ス
が
サ
ポ
ー
ト

東
京
ガ
ス
と
「
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
（
以
下
、
清
掃
一
組
）」
は
２
０
１
０
年
か
ら
、

２３
区
内
の
清
掃
工
場
の
ご
み
焼
却
熱
で
発
電
し
た
低
炭
素
な
電
気
を
、
２３
区
の
小
中
学
校
等
に
供
給
す

る
「
地
産
地
消
型
」
の
電
力
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
そ
の
地
域
に
あ
る
資

源
か
ら
取
り
出
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
そ
の
地
域
で
使
う
手
法
の
こ
と
。
資
源
は
風
力
、
小
水
力
、
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
が
あ
る
が
、
捨
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
熱
も
利
用
で
き
る
。
７
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
第
５
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
は
初
め
て
、
こ
の
地
産
地
消
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
方
針
を
打

ち
出
し
た
。
東
京
ガ
ス
と
清
掃
一
組
の
事
業
は
そ
の
先
駆
的
事
例
と
言
え
よ
う
。
同
事
業
に
つ
い
て
関

係
者
の
話
を
聞
い
た
。

清
掃
一
組
は
、
東
京
２３
区
の

各
区
が
行
う
清
掃
事
業
（
ご
み

の
中
間
処
理
）
を
共
同
で
行
う

特
別
地
方
公
共
団
体
で
国
内
最

大
の
清
掃
事
業
体
。
清
掃
一
組

と
東
京
ガ
ス
は
、
０６
年
１０
月
、

共
同
出
資
（
出
資
比
率
㒦
清
掃

一
組
５９
・
８
％
、
東
京
ガ
ス
４０

・
２
％
）
に
よ
り
東
京
エ
コ
サ

ー
ビ
ス
を
設
立
し
た
。
同
社

は
、
清
掃
一
組
が
運
営
す
る
清

掃
工
場
の
運
転
管
理
業
務
の
受

託
（
１８
年
度
は
稼
働
中
１９
工
場

の
う
ち
５
工
場
を
受
託
）
と
地

域
新
電
力
事
業
（
１０
年
か
ら
開

始
）
な
ど
を
事
業
の
柱
と
す

る
。
清
掃
一
組
や
２３
区
の
財
政

負
担
軽
減
に
貢
献
す
る
の
が
ミ

ッ
シ
ョ
ン
だ
。

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
は
、
清

掃
一
組
の
清
掃
工
場
の
売
電
量

の
約
３
分
の
１
を
調
達
し
、
区

立
小
中
学
校
な
ど
公
共
施
設
へ

供
給
し
て
い
る
。
１８
年
４
月
時

点
の
電
気
の
販
売
先
は
６
１
５

カ
所
で
、
全
て
高
圧
需
要
だ
。

う
ち
小
学
校
３
３
０
、
中
学
校

１
２
６
の
計
４
５
６
カ
所
が
小

中
学
校
で
、
こ
れ
は
２３
区
の
区

立
小
中
学
校
の
約
４
割
に
相
当

す
る
。
そ
の
他
も
図
書
館
、
地

区
セ
ン
タ
ー
、
清
掃
事
務
所
な

ど
の
公
共
施
設
が
占
め
る
。

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
の
電
気

料
金
は
、
競
合
者
が
多
く
最
安

で
は
な
い
が
、「
東
京
電
力
エ

ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
の
料
金
表

よ
り
も
安
く
設
定
し
て
い
る
。

２３
区
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
低

炭
素
な
電
気
を
一
定
程
度
安

く
、
安
定
的
に
供
給
し
、
需
要

家
の
満
足
は
得
ら
れ
て
い
る
」

と
、
同
社
の
浅
香
義
久
取
締
役

電
力
事
業
部
長
は
話
す
。

「
当
社
設
立
以
前
、
清
掃
一

組
は
清
掃
工
場
の
電
気
を
入
札

で
新
電
力
に
売
却
し
、
区
の
施

設
は
東
京
電
力
か
ら
電
気
を
購

入
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
。
す
で
に
高
圧
電
力
は
自
由

化
さ
れ
て
お
り
、
清
掃
一
組
と

区
が
自
ら
新
電
力
事
業
を
興
し

地
産
地
消
電
力
に
取
り
組
め

ば
、
ご
み
発
電
の
売
却
価
格
を

他
の
新
電
力
と
同
等
と
し
、
小

売
り
の
諸
経
費
を
勘
案
し
て

も
、
区
は
電
気
を
安
く
買
え

る
。
事
実
、
開
始
当
初
は
東
京

電
力
の
約
款
料
金
よ
り
約
２
％

安
く
販
売
し
て
い
た
」（
浅
香

部
長
）

当
時
を
よ
く
知
る
伊
東
和
憲

環
境
技
術
部
運
営
担
当
部
長

は
、「
清
掃
一
組
に
小
売
電
気

事
業
の
経
験
は
な
い
の
で
、
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
が
必
要
だ
っ

た
。
直
接
電
力
を
扱
い
、
２４
時

間
稼
働
の
清
掃
工
場
と
同
様
、

２４
時
間
稼
働
す
る
工
場
に
携
わ

る
技
術
者
を
持
つ
企
業
を
探
し

た
。
該
当
す
る
事
業
者
は
少
な

か
っ
た
が
、
東
京
ガ
ス
が
関
心

を
持
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

東
京
ガ
ス
の
新
井
崇
志
都
市

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部
官
公
庁
営

業
部
環
境
シ
ス
テ
ム
担
当
係
長

は
「
清
掃
工
場
は
元
々
、
助
燃

用
と
し
て
都
市
ガ
ス
を
使
う
大

口
需
要
家
だ
。
さ
ら
に
当
時
は

都
市
ガ
ス
事
業
者
が
清
掃
工
場

と
連
携
し
、
環
境
に
貢
献
で
き

る
可
能
性
に
注
目
し
て
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
と
し
て
常
に

『
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
は
な

い
で
す
か
』
と
い
う
ス
タ
ン
ス

を
取
っ
て
い
た
」
と
話
す
。
そ

う
し
た
両
者
が
結
び
付
い
て
、

元
祖
地
産
地
消
電
力
の
東
京
エ

コ
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
た
。

東
京
ガ
ス
は
、
ご
み
発
電
の

発
電
量
と
学
校
等
の
消
費
量
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
同
社
の
小

売
電
気
事
業
が
円
滑
運
営
で
き

る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

ご
み
発
電
は
ご
み
の
焼
却
処

理
を
最
適
運
用
す
る
た
め
２４
時

間
ほ
ぼ
一
定
出
力
で
発
電
す

る
。
一
方
、
需
要
家
の
公
共
施

設
の
ほ
と
ん
ど
は
夜
間
や
休
日

の
電
力
使
用
量
が
少
な
く
電
気

は
夜
間
等
に
余
り
、
昼
間
は
不

足
す
る
。
東
京
ガ
ス
は
夜
間
等

の
余
剰
電
力
を
買
い
取
り
、
昼

間
の
需
要
が
増
え
る
時
間
帯
に

電
気
を
卸
し
て
い
る
。
季
節
的

な
ギ
ャ
ッ
プ
も
あ
る
。
夏
休
み

な
ど
に
余
剰
電
力
を
購
入
し
、

定
期
修
理
等
の
清
掃
工
場
停
止

時
に
電
気
を
補
給
す
る
。

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
は
独
自

に
、
日
本
卸
電
力
取
引
所
を
通

じ
て
電
力
を
売
買
す
る
こ
と
も

可
能
だ
が
、
需
給
逼
迫
時
に
市

場
価
格
が
高
止
ま
り
す
る
傾
向

が
あ
る
上
、
夜
間
電
力
が
さ
ば

き
き
れ
な
い
リ
ス
ク
も
あ
る
。

「
当
社
は
、
清
掃
工
場
か
ら

毎
日
電
気
を
引
き
取
り
、
そ
れ

を
必
ず
さ
ば
か
な
い
と
い
け
な

い
。
東
京
ガ
ス
の
よ
う
に
懐
の

深
い
電
気
事
業
者
は
少
な
い
の

で
、
大
変
助
か
っ
て
い
る
」

（
浅
香
部
長
）
と
話
す
。

東
京
ガ
ス
の
自
社
電
源
の
ほ

と
ん
ど
が
、
Ｃ
Ｏ

２

排
出
係
数

が
比
較
的
小
さ
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力

発
電
で
あ
る
点
も
東
京
エ
コ
サ

ー
ビ
ス
に
は
メ
リ
ッ
ト
だ
。

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
は
、

「
地
産
地
消
」「
低
炭
素

電

力
」
の
価
値
を
条
件
に
、
２３
区

の
公
共
性
の
あ
る
需
要
家
を
獲

得
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ

２

排
出
係

数
抑
制
は
、
絶
対
命
題
と
な
る

た
め
、
東
京
電
力
の
４
分
の
１

以
下
の
０
・
１
㔔
／
!
ｈ
の
目

標
を
掲
げ
た
。
ご
み
発
電
自
体

は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
ご
み

を
衛
生
的
に
処
理
す
る
た
め
に

行
う「
焼
却
」時
点
で
Ｃ
Ｏ

２

排

出
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
で
、
副

次
的
な「
発
電
」は
ノ
ー
カ
ウ
ン

ト
（
０
㔔
／
!
ｈ
）。「
低
炭
素
」

を
う
た
う
の
は
簡
単
そ
う
だ

が
、そ
う
単
純
で
は
な
い
。

同
社
の
場
合
、
需
要
ピ
ー
ク

時
に
調
達
す
る
火
力
電
源
（
東

京
ガ
ス
や
取
引
所
か
ら
の
購

入
）分
が
係
数
悪
化
要
因
に
な

る
。「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
は
排
出
係
数

が
０
・
３５
㔔
／
!
ｈ
前
後
で
火

力
発
電
で
最
も
低
く
、
ご
み
発

電
の
比
率
を
約
７５
％
以
上
（
１６

年
度
実
績
８６
％
）
に
す
れ
ば
達

成
で
き
る
。
石
炭
火
力
と
の
組

み
合
わ
せ
だ
と
、
そ
の
分
係
数

は
跳
ね
上
が
り
、
ご
み
発
電
比

率
を
増
や
さ
ざ
る
を
得
ず
、
最

適
な
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ

る
」（
浅
香
部
長
）
と
言
い
、

東
京
ガ
ス
と
の
連
携
は
必
要
な

条
件
だ
と
指
摘
す
る
。

◇

清
掃
一
組
は
東
京
都
か
ら
２３

区
に
清
掃
事
業
が
移
管
さ
れ
た

００
年
、２１
の
清
掃
工
場（
当
時
）

で
２３
区
が
ご
み
を
共
同
処
理
す

る
た
め
、
０５
年
度
末
ま
で
の
時

限
的
な
組
織
と
し
て
発
足
し

た
。「
当
初
は
、

３
工
場
を
新
設

し
、
各
区
に
よ

る
ご
み
処
理
体

制
へ
の
移
行
を

目
指
し
た
が
、

厳
し
い
経
済
状

況
と
リ
サ
イ
ク

ル
に
よ
る
ご
み

減
少
で
方
針
転

換
し
、
清
掃
一

組
で
の
共
同
処

理
体
制
を
当
分
、
存
続
す
る
こ

と
に
し
た
。
当
社
は
そ
の
条
件

だ
っ
た
行
政
ス
リ
ム
化
の
た
め

の
戦
略
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ

た
」（
能
戸
学
東
京
エ
コ
サ
ー
ビ

ス
総
務
部
総
務
課
長
）と
話
す
。

「
設
立
当
初
は
『
小
規
模
な

地
産
地
消
電
力
を
成
立
さ
せ
る

の
は
厳
し
い
』
と
言
う
意
見
も

あ
っ
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
な
く
事

業
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
動
き

は
全
国
で
広
が
り
始
め
て
い

る
。
大
阪
ガ
ス
と
奈
良
県
生
駒

市
、
東
邦
ガ
ス
と
三
重
県
松
阪

市
な
ど
、
ガ
ス
会
社
と
自
治
体

に
よ
る
地
産
地
消
電
力
の
動
き

も
出
て
き
た
。
２３
区
の
取
り
組

み
は
先
見
の
明
が
あ
っ
た
」

（
浅
香
部
長
）
と
話
す
。

東
京
ガ
ス
は
同
事
業
へ
の
参

画
に
つ
い
て
「
当
社
は
地
域
密

着
型
企
業
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地

消
の
取
り
組
み
へ
の
貢
献
は
、

そ
の
方
向
に
合
致
す
る
」（
東

京
ガ
ス
新
井
係
長
）
と
す
る
。

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
は
、
各

地
の
自
治
体
に
「
ご
み
処
理
技

術
支
援
事
業
」
も
行
っ
て
い

る
。「
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
」

を
目
指
す
各
地
の
自
治
体
、
事

業
者
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
継
承
し
、

地
方
創
生
に
役
立
つ
こ
と
が
、

今
後
期
待
さ
れ
よ
う
。

県庁と市役所をつなぐ県道沿いに、ガス燈が栃木県の

県木「トチノキ」と並び立ちます。後ろに見えるのは 1991

年に開館した栃木県総合文化センターです。約 1600 席

を有するメインホールに、可動式ステージを採用したサ

ブホールなど、あらゆる催事に対応できる設備を有した

文化施設。栃木の文化交流の拠点となっています。

家庭から出る生ごみなどは、

放置すると腐敗し、異臭やハエ

などの発生原因となり、最悪の

場合、伝染病などが広まる。そ

のため日本では、市町村がごみ

を集め清掃工場で焼却して衛生

的に処理、焼却灰は最終処分場

に埋める。焼却温度を上げれ

ば、排ガス中のダイオキシンな

どの有害物質が分解されるた

め、国は焼却温度の上昇と焼却

熱の有効利用になるごみ発電を

自治体に推奨。自治体にとって

も資源の有効利用や売電収入の

メリットがあるためごみ発電は

全国に普及している。

日
本
ガ
ス
協
会
の
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
広
報
グ
ル
ー
プ
、
小

野
（
㑭
０３
・
３
５
０
２
・

０
１
１
２
）
ま
で
。

◇ごみ発電事業について

新井係長

伊東部長

浅香部長

東京エコサービスの基本スキーム

能戸課長

東
京
エ
コ
サ
ー
ビ
ス
が
運
転
管

理
を
受
託
中
の
大
田
清
掃
工
場

（
東
京
都
大
田
区
）
の
外
観

栃木県総合文化センター前（栃木県宇都宮市）

大田清掃工場の発電機本体

撮影：川村典幸

（毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）ガ ス エ ネ ル ギ ー 新 聞日5月11（平成30年）年2018日本ガス協会のページ11

新
型
小
水
力
事
業
化
へ

熱海ガス

地
域
貢
献
型
、需
要
は
地
元
と
協
議

熱
海
の
地
形
活
用
し
水
力

グ
リ
ー
ン
エ
ネ
協
で
連
携

熱
海
ガ
ス
は
近
く
、
静
岡
県
熱
海
市
の
漁
港
で
新
型
の
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
機
を
活
用
し
た
小
型
発
電

所
（
出
力
０
・
５
～
１
!
）
の
建
設
に
着
手
す
る
。
来
年
７
月
の
稼
働
を
目
指
す
。
電
力
会
社
の
系
統
に

は
つ
な
が
ず
、
発
電
し
た
電
気
は
地
元
漁
協
や
住
民
の
生
産
・
生
活
環
境
の
改
善
に
使
用
す
る
。
同
発
電

機
は
、
す
で
に
産
官
学
に
よ
る
実
証
が
済
ん
で
お
り
、
実
証
に
は
熱
海
ガ
ス
も
全
面
的
に
協
力
し
た
。
大

手
事
務
機
器
メ
ー
カ
ー
の
リ
コ
ー
が
商
品
化
し
、
世
界
中
で
販
売
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

建
設
場
所
は
、
国
際
的
な
観

光
地
熱
海
の
中
心
部
か
ら
東
へ

少
し
離
れ
た
「
伊
豆
山
（
い
ず

さ
ん
）」
地
区
。
急
峻
な
山
が

海
に
落
ち
込
み
、
海
を
眺
望
で

き
る
よ
う
な
形
で
大
小
の
ホ
テ

ル
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
伊
豆

山
港
は
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
な
ど

が
水
揚
げ
さ
れ
る
小
さ
な
漁
港

だ
。
漁
港
脇
の
畳
１
枚
分
ほ
ど

の
、
熱
海
市
が
所
有
す
る
ご
く

狭
い
土
地
を
借
り
、
発
電
所
を

設
置
す
る
。

漁
港
に
は
、
２
級
河
川
逢
初

川
（
あ
い
ぞ
め
が
わ
）
が
流
れ

込
ん
で
い
る
。
川
幅
は
広
く
な

い
が
か
な
り
の
急
流
で
、
水
量

も
多
い
。
こ
の
川
か
ら
取
水
し

て
発
電
す
る
。
今
年
度
は
、
静

岡
県
の
補
助
金
を
得
て
河
川
水

量
調
査
を
実
施
中
だ
。
建
設
に

か
か
る
費
用
は
取
水
設
備
・
発

電
機
な
ど
全
て
を
含
め
て
約
３

０
０
万
円
を
見
込
む
。

熱
海
ガ
ス
の
北
村
雅
一
社
長

は
「
売
電
収
入
が
目
的
で
は
な

い
。
マ
イ
ク
ロ
水
力
の
電
気
を

利
用
し
、
安
全
・
快
適
・
清
潔

に
漁
港
観
光
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
。
ま
た
環
境
活
動
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
見
学
客
を
呼
び
込

み
〝
伊
豆
山
漁
港
ブ
ラ
ン
ド
〟

の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
に
役

立
て
て
も
ら
う
。
通
常
の
発
電

と
は
違
う
価
値
の
提
供
を
狙

う
」
と
語
る
。

電
気
の
具
体
的
な
利
用
に
つ

い
て
は
「
地
元
の
大
熱
海
漁
業

協
同
組
合
と
一
緒
に
検
討
し
て

い
る
。
漁
協
に
は
低
炭
素
で
独

立
し
た
電
気
の
ニ
ー
ズ
が
あ

る
。
公
衆
ト
イ
レ
の
照
明
、
暖

房
用
電
源
な
ど
の
ほ
か
、
自
宅

に
帰
る
道
が
暗
い
か
ら
街
灯
を

つ
け
よ
う
、
漁
船
が
夜
間
で
も

安
全
に
入
港
す
る
た
め
の
誘
導

灯
を
つ
け
よ
う
、
な
ど
ア
イ
デ

ア
が
出
て
い
る
」（
北
村
社
長
）

発
電
所
の
事
業
主
体
は
熱
海

ガ
ス
。
リ
コ
ー
出
身
で
元
名
古

屋
大
学
客
員
教
授
の
井
手
由
紀

雄
氏
が
代
表
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
ラ

ボ
」
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
、
リ
コ
ー
が
シ
ス
テ
ム
や
発

電
機
設
置
や
補
機
な
ど
の
電
気

関
係
の
設
計
を
担
当
す
る
。
取

水
口
や
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
機

を
置
く
水
車
小
屋
な
ど
の
工
事

は
青
木
建
設
が
行
う
。
北
村
社

長
は
「
地
形
や
環
境
が
似
て
い

る
湯
河
原
や
伊
東
な
ど
で
も
同

様
の
小
型
発
電
所
を
展
開
で
き

な
い
か
検
討
中
だ
」
と
す
る
。

実
証
運
転
に
貢
献

熱
海
ガ
ス
が
使
う
マ
イ
ク
ロ

水
力
発
電
は
「
中
空
プ
ロ
ペ
ラ

水
車
」
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
水

車
を
採
用
し
た
新
開
発
の
発
電

機
だ
。
こ
の
形
の
発
電
機
は
、

２
０
１
４
～
１５
年
度
に
、
熱
海

市
内
の
２
級
河
川
「
糸
川
」で
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
ラ
ボ
と
名

古
屋
大
学
が
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）の
委
託
業
務
と
し

て
発
電
能
力
約
１
!
の
実
証
機

を
設
置
し
、
実
証
運
転
を
行
っ

た
。
そ
の
際
熱
海
ガ
ス
は「
強

力
な
協
力
会
社
」（
北
村
社
長
）

と
し
て
参
画
し
た
。
そ
の
後
、

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
ラ
ボ
と
リ

コ
ー
は
研
究
成
果
に
基
づ
き
、

共
同
で
実
用
化
開
発
を
行
い
、

す
で
に
販
売
に
向
け
た
準
備
と

提
案
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
こ
で
「
中
空
プ
ロ
ペ
ラ
」

を
説
明
し
た
い
。
通
常
の
プ
ロ

ペ
ラ
は
中
心
軸
に
羽
根
を
付
け

る
が
、
中
空
プ
ロ
ペ
ラ
は
回
転

す
る
パ
イ
プ
の
内
側
の
壁
に
羽

根
を
付
け
、
回
転
軸
の
中
心
を

中
空
に
し
て
い
る
。
河
川
水
に

含
ま
れ
る
枝
葉
な
ど
は
中
空
部

分
を
通
り
抜
け
、
水
が
詰
ま
り

に
く
い
。

本
体
は
直
径
１５
㔆
の
水
管
に

直
接
接
続
。
水
車
本
体
も
直
径

２５
㔆
、長
さ
５０
㔆
ほ
ど
の
水
管

状
で
中
に
水
を
通
す
。
上
流
か

ら
水
を
旋
回
さ
せ
枝
葉
な
ど
を

詰
ま
り
に
く
く
す
る
装
置
、
羽

根
に
効
率
的
に
水
を
当
て
る
整

流
装
置
、中
空
プ
ロ
ペ
ラ（
交
換

式
）、市
販
モ
ー
タ
ー
を
改
造
し

た
発
電
装
置
な
ど
か
ら
な
る
。

高
低
落
差
を
利
用
し
て
無
動

力
で
水
を
取
る
「
サ
イ
フ
ォ
ン

取
水
装
置
」
を
使
っ
て
上
流
か

ら
取
水
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
水
力

に
水
を
送
り
、
利
用
後
の
水
は

全
量
川
に
戻
す
。

開
発
を
主
導
し
た
井
手
氏
は

「
護
岸
工
事
な
ど
が
必
要
な
一

般
の
小
水
力
発
電
は
コ
ス
ト
が

高
い
の
が
課
題
だ
。
中
空
式
プ

ロ
ペ
ラ
水
車
を
使
え
ば
、
大
き

な
工
事
は
不
要
で
シ
ス
テ
ム
全

体
も
小
型
・
安
価
だ
。
一
般
の

マ
イ
ク
ロ
水
力
は
１
!
当
た
り

イ
ニ
シ
ャ
ル(

建
設)

コ
ス
ト
が

５
０
０
万
円
程
度
か
か
る
が
、

中
空
プ
ロ
ペ
ラ
型
な
ら
現
時
点

で
１
!
当
た
り
３
０
０
万
円
程

度
で
済
む
。
本
体
価
格
も
当
面

は
１
０
０
万
円
、
将
来
は
１０
万

円
以
内
を
目
指
す
」
と
語
る
。

糸
川
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ

イ
ク
ロ
水
力
の
試
作
機
は
、
こ

の
中
空
プ
ロ
ペ
ラ
中
心
の
中
空

部
分
の
大
き
さ
（
プ
ロ
ペ
ラ
断

面
の
何
％
が
空
い
て
い
る
か
）

を
変
え
た
何
種
類
も
の
プ
ロ
ペ

ラ
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
交
換
し

て
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
る
。
初

年
度
に
設
置
し
た
試
作
第
１
号

機
は
、
鉄
製
で
重
量
が
重
く
交

換
作
業
に
力
が
い
っ
た
た
め
、

熱
海
ガ
ス
供
給
部
の
小
松
敏
夫

内
管
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ら
数
人
が
チ
ー
ム
を
つ
く
っ
て

担
当
し
た
。
現
在
設
置
さ
れ
て

い
る
試
作
機
（
発
電
機
一
体
型

水
車
）
は
、
誰
で
も
プ
ロ
ペ
ラ

を
交
換
で
き
る
よ
う
改
良
し
、

熱
海
ガ
ス
は
交
換
作
業
を
行
わ

な
い
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
。

「
プ
ロ
ペ
ラ
交
換
を
お
願
い

し
て
い
た
時
は
、
熱
海
ガ
ス
の

負
担
が
減
る
よ
う
、
ガ
ス
検
針

時
期
を
避
け
る
な
ど
、
あ
ら
か

じ
め
実
験
計
画
を
提
出
し
、
お

願
い
し
た
。
地
域
に
根
差
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
と
し
て
地
域

貢
献
を
旨
と
し
て
事
業
を
進
め

る
熱
海
ガ
ス
は
ベ
ス
ト
パ
ー
ト

ナ
ー
だ
」（
井
手
氏
）

ガ
ス
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
太
陽
光
発
電
な
ど
不
安
定
電
源
の
調
整
に
限
ら
な
い
。
地
域
に
根
差
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
だ
か
ら

こ
そ
、
地
元
の
事
業
者
や
自
治
体
と
協
力
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
再
エ
ネ
を
「
掘
り
起
こ
す
」
こ
と
も
で
き
る
。
今
回
は
、
地
域
貢
献
型
の
マ
イ
ク
ロ
水
力
の
事
業
化

に
取
り
組
む
熱
海
ガ
ス
と
、
東
京
２３
区
の
清
掃
工
場
で
行
わ
れ
る
ご
み
発
電
に
よ
る
地
産
地
消
電
力
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
東
京
ガ
ス
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
熱
海
の

海
沿
い
の
平
地
は
そ
れ
ほ
ど
広

く
な
く
、
高
い
山
に
取
り
囲
ま

れ
て
い
る
。
山
か
ら
流
れ
る
小

川
は
高
低
差
が
大
き
い
。
熱
海

ガ
ス
が
、
こ
う
し
た
地
形
を
生

か
せ
る
小
水
力
発
電
に
関
心
を

も
っ
た
の
は
、１０
年
以
上
前
に

遡
る
。原
点
は
、
ナ
フ
サ
を
原

料
に
６
Ｃ
ガ
ス
を
つ
く
っ
て
い

た
七
尾
供
給
所
（
現
在
は
１３
Ａ

ガ
ス
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
供
給
用

と
し
て
球
形
ホ
ル
ダ
ー
２
基
を

配
置
）
に
あ
る
と
い
う
。

「
七
尾
供
給
所
は
、
伊
豆
山

の
中
腹
で
、
相
模
湾
が
一
望
で

き
る
谷
間
に
あ
る
。
ナ
フ
サ
か

ら
６
Ｃ
ガ
ス
を
製
造
す
る
際
に

水
が
必
要
な
の
で
、
鳴
沢
川
の

川
岸
に
立
地
し
、
そ
の
水
を
使

っ
た
。
天
然
ガ
ス
に
転
換
し

て
、
今
は
水
を
使
わ
な
い
が
、

こ
の
川
の
高
低
差
を
水
力
発
電

に
生
か
せ
な
い
か
、
先
々
代
の

山
田
孝
社
長
が
考
え
た
。
１０
年

頃
に
専
門
家
に
相
談
し
て
、
小

水
力
の
適
地
だ
と
太
鼓
判
を
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
」（
北
村

社
長
）

北
村
社
長
は
当
時
、
取
締
役

供
給
部
長
と
し
て
小
水
力
検
討

に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
結
局
、

七
尾
供
給
所
で
の
水
力
発
電
立

地
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
北

村
社
長
が
井
手
氏
に
出
会
っ
た

こ
と
で
、
地
域
貢
献
型
の
小
型

発
電
所
と
し
て
具
体
化
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
の
２
人
を
つ
な
げ
た
の

が
、
熱
海
の
産
業
界
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
だ
。
現
在
は
「
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
協
議
会
」

と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
だ
け

で
な
く
、
温
泉
熱
、
海
洋
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
代
表

理
事
は
井
手
氏
で
、
熱
海
ガ
ス

も
会
員
に
な
っ
て
い
る
。
各
分

野
の
分
科
会
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動

し
て
い
る
ほ
か
、
全
体
の
定
例

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
月
１
回
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
年
１
回
行
う
な

ど
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

で
き
る
き
っ
か
け
は
、
１１
年
の

東
日
本
大
震
災
だ
。
当
時
名
古

屋
大
学
客
員
教
授
だ
っ
た
井
手

氏
が
マ
イ
ク
ロ
水
車
の
構
想
を

ま
と
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ

ー
ビ
ス
）
で
呼
び
掛
け
た
と
こ

ろ
に
反
応
し
た
の
が
、
熱
海
の

街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た

市
来
広
一
郎
氏
と
光
村
智
弘
氏

だ
っ
た
。
井
手
氏
は
両
氏
と
共

に
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
少

子
高
齢
化
、
街
の
再
生
な
ど
を

考
え
る
「
熱
海
２
０
３
０
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
月

１
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
続
け

た
。
そ
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
分
科
会
も
設
け
、
熱

海
ガ
ス
と
の
協
力
関
係
も
始
ま

っ
た
。
そ
の
分
科
会
が
、
グ
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
協
議
会

と
い
う
組
織
に
発
展
し
た
。

熱
海
ガ
ス
の
供
給
部
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
の
仕
事
を
こ
な
し

な
が
ら
、
マ
イ
ク
ロ
水
力
を
担

当
す
る
小
松
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

「
水
力
へ
の
取
り
組
み
は
、
総

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
の
在
り
方

と
し
て
面
白
い
。
こ
の
小
さ
い

熱
海
で
、
外
で
な
か
な
か
仕
事

が
で
き
な
い
当
社
が
、
地
元
密

着
を
一
層
強
め
る
た
め
に
、
非

常
に
大
事
な
事
業
だ
」
と
話

す
。熱

海
市
は
観
光
業
が
復
調
。

観
光
客
に
加
え
、
リ
タ
イ
ヤ
人

材
な
ど
が
移
住
し
、
余
生
を
送

る
だ
け
で
な
く
、
熱
海
の
魅
力

を
発
信
し
、
そ
れ
が
ま
た
人
を

呼
ぶ
好
循
環
が
起
き
つ
つ
あ

る
。
実
は
井
手
氏
も
、
移
住
組

の
一
人
。
移
住
組
が
、
地
域
に

根
差
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の

熱
海
ガ
ス
と
協
力
し
、
新
し
い

も
の
を
創
り
だ
し
、
そ
れ
を
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の
リ
コ
ー
が
展

開
す
る
と
い
う
新
し
い
モ
デ
ル

を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
。

▼本社=静岡県熱海市春日町▼事

業開始=1930 年▼社長=北村雅一

(つねかず)▼供給区域=熱海市▼

需要家件数=1 万 9696 件(2018 年

度見込み。普及率 96.3%)▼関連会

社=管工事業の「熱海ガス設備サー

ビス」、不動産管理･運営業の「熱海

ガス企業」など。1998 年からサイサ

ングループ

熱海ガスのプロフィール

■■■ 再生可能エネルギー ■■

地
域
電
源
掘
り
起
こ
す

小
水
力
・
清
掃
工
場
を
活
用

水力発電機の本体

中空プロペラ。中空部分

を物が通り抜ける

小松氏

井手氏と発電機本体（右

下）。電球が点灯する

北村社長

熱海ガスが小水力発電を設置

する河川。ここで水量データ

を取得している

「サイフォン式」の取水

施設は簡素な構造だ

七
尾
供
給
所
と
鳴
沢
川
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